
議
楽
院

近
衛
家
無
公
年
譜
稿
p、
一、-'

〔凡例〕

I

近
衛
家
一
無
の
年
齢
は
数
え
で
示
し
た
。

改
元
の
あ
っ
た
年
は
、
そ
れ
ま
で
の
年
号
は
省
略
し
、
新
た
な

年
号
の
み
を
挙
げ
た
。

月
日
(
あ
る
い
は
月
の
み
・
四
季
の
み
)
の
明
確
な
事
項
に
は

冒
頭
に
・
を
、
年
の
み
が
明
確
な
事
項
に
は
冒
頭
に
*
を
付
し

た。各
年
の
下
に
付
し
て
い
る
ゴ
シ
ッ
ク
の
官
位
は
、
そ
の
年
の
末

に
お
け
る
家
需
の
官
位
で
あ
る
。

年
譜
を
作
成
す
る
際
に
用
い
た
典
拠
の
う
ち
、
特
に
頻
出
す
る

も
の
は
{
〕
内
に
略
記
の
か
た
ち
で
示
し
た
。

(
元
上
)
H
品
宮
常
子
内
親
主
『
元
上
法
院
殿
御
日
記
』

(
基
無
)
H
近
衛
基
無
『
基
無
公
記
』

(
家
無
)
H
近
衛
家
無
『
家
無
公
記
』

(
家
久
)
H
近
衛
家
久
『
家
久
公
記
』

E E lV V 

緑

川

明

憲

(
御
詠
草
)
H
近
衛
家
無
『
家
一
無
公
御
詠
草
』

(
御
茶
湯
)
H
近
衛
家
無
『
御
茶
湯
之
記
』

(
家
司
記
)
H
『
近
衛
家
家
司
記
』

(
雑
事
日
記
)
H
『
近
衛
家
雑
事
日
記
』

(
繰
出
)
H
『
近
衛
家
御
用
部
屋
日
記
繰
出
』
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※
以
上
、
右
の
九
点
の
原
本
は
陽
明
文
庫
蔵
。
た
だ
し
、
『
元
上
法

院
殿
御
日
記
』
・
『
基
無
公
記
』
・
『
家
無
公
記
』
・
『
家
久
公
記
』
の

四
点
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
に
よ
っ
た
。

(
家
譜
)
H
『
近
衛
家
譜
』
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
)

(
秘
紗
)
H
『
看
聞
秘
紗
』
(
更
衣
山
西
主
寺
蔵
)

(
槙
記
)
H
山
科
道
安
筆
記
『
楓
記
』
(
陽
明
文
庫
蔵
山
科
道

安
自
筆
本
及
び
東
坊
城
家
本
[
明
治
三
十
三
年
〕
)

H

『
予
楽
院
遺
墨
』
(
恩
賜
京
都
博
物
館
編
、
昭
和

(
遺
墨
)



VI 

十
年
)

(
頼
庸
)
H
錦
小
路
頼
庸
『
錦
小
路
頼
庸
朝
臣
記
』
(
園
立
公

文
書
館
蔵
)

(
発
恕
)
H
妙
法
院
宮
勇
恕
親
主
『
勇
恕
法
親
王
日
記
』
(
『
妙

法
院
史
料
』
第
一

r
h
第
三
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
王
十
一
年
)

(
京
記
)
H
木
村
探
元
『
京
都
日
記
』
(
『
史
料
京
都
見
聞
録
』

第
一
巻
所
収
、
法
蔵
館
、
平
成
三
年
)

(
他
所
)
H
進
藤
長
之
『
他
所
之
茶
事
道
具
献
立
之
留
』
(
『
研

究
と
資
料
茶
湯
』
第
十
一

I
十
四
号
所
収
の
木

下
龍
也
氏
翻
刻
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
一
年

1
五
十
三
年
}

家
無
存
命
中
の
寛
文
九
年
及
び
同
十
二
年
に
つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り
で
は
現
段
階
で
家
無
に
関
連
す
る
記
事
を
見
出
し
得
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
二
ヶ
年
に
関
し
て
は
年
号
・
西
暦

・
干
支
・
家
無
の
年
齢
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
こ
れ
に
関

し
て
は
、
以
後
の
自
己
へ
の
課
題
と
し
た
い
。

年
譜
中
の
登
場
人
物
に
冠
し
た
官
職
名
は
、
原
則
典
拠
の
ま
ま

で
あ
る
。
官
職
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
ま
た
、
典
拠
の

ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
諸
家
伝
』
・
『
地
下
家
伝
』
・
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
な
ど
を
参
考
に
し
、
な
る
べ
く
可
能
な
限
り
付

記
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
ま
た
、
典
拠
に
官
職
名
の
み
し
か

四

四

記
さ
れ
て
い
な
い
者
に
関
し
て
も
、
上
記
の
書
物
な
ど
に
よ
っ

て
可
能
な
限
り
そ
の
姓
名
を
付
記
す
る
よ
う
に
し
た
。

家
無
の
詠
じ
た
漢
詩
、
あ
る
い
は
書
写
の
際
に
書
か
れ
た
奥
書

な
ど
は
、
可
能
な
限
り
著
録
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
奥
書
な

E
に
付
し
た
/
は
原
本
に
お
け
る
改
行
筒
所
を
、
-
は
判
読
不

能
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
な
お
、
和
歌
に
関
し
て
は
題
の
み

を
示
す
に
と
ど
め
た
。
こ
れ
は
、
家
無
の
詠
じ
た
和
歌
は
特
に

別
稿
を
用
意
し
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
年
譜
稿
は
当
(
二
に
引
き
続
き
、
合
己
を
元

禄
四
年
(
一
六
九
一
)
か
ら
宝
永
五
年
(
一
七

O
八
、
家
無
四

十
二
歳
)
ま
で
、
つ
己
を
宝
永
六
年
か
ら
享
保
八
年
(
一
七

二
二
一
、
家
無
五
十
七
歳
)
ま
で
、
(
四
)
を
享
保
九
年
(
家
無

五
十
八
歳
)
以
降
と
し
て
区
切
り
、
順
次
発
表
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
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区〔
附
記
〕

こ
の
年
譜
の
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
な
ど
の
閲
覧
を
常
に
快
く
認
め

て
下
さ
い
ま
す
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫
文
庫
長
の
名
和
修
先
生
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
丁
未
一
歳

-
六
月
四
目
、
成
刻
、
誕
生
{
『
看
聞
秘
紗
』
巻
四
所
収
の
『
長
房

ま
す

卿
雑
記
』
で
は
、
酉
上
刻
と
す
る
)
。
幼
名
は
増
君
。
父
は
内
大
臣

右
大
将
近
衛
基
無
、
母
は
後
水
尾
院
皇
女
の
晶
宮
常
子
内
親
王
。
誕

生
の
際
、
形
式
的
な
措
置
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
権
大
納
言
柳
原
資

行
の
子
と
さ
れ
た
。
同
母
姉
に
は
姫
君
(
照
子
。
寛
文
六
年
三
月
二

十
六
日
に
誕
生
。
の
ち
に
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
御
台
所
と
な
り
、
家

宣
没
後
は
天
英
院
と
号
し
た
て
同
母
弟
に
は
直
君
(
信
名
。
寛
文

九
年
四
月
二
十
七
日
に
誕
生
。
始
め
四
社
季
輔
養
子
、
の
ち
大
炊
御

門
経
光
養
子
)
が
い
る
。
家
照
の
乳
母
は
左
近
(
富
小
路
貞
維
母
)

が
つ
と
め
た
。
な
お
、
家
需
の
誕
生
日
は
祖
父
の
後
水
尾
院
と
同
じ

で
あ
る
。
(
元
上
・
基
照
・
秘
紗
}

寛
文
八
年
(
一
六
六
八
)
戊
申
二
歳

-
八
月
二
十
一
日
、
常
子
内
親
主
に
連
れ
ら
れ
て
、
姉
と
と
も
に
初

め
て
参
内
。
{
元
上
)

寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
己
酉

歳

寛
文
十
年
(
一
六
七
O
)
庚

成

四

歳

-
九
月
二
十
五
日
、
植
癒
予
防
の
た
め
の
灸
を
「
白
井
ど
う
松
」
な

る
者
が
す
え
る
。
こ
の
措
置
は
、
前
日
の
二
十
四
日
に
叔
父
の
一
乗

院
宮
真
敬
親
王
が
癌
請
の
た
め
重
態
に
陥
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
(
元
上
・
勇
恕
)

寛
文
十
一
年
〔
一
六
七
一
)
辛
亥
五
歳

-
二
月
二
十
四
日
、
辰
刻
、
深
曽
木
(
髪
を
左
右
に
わ
け
て
、
そ
の

端
を
肩
の
あ
た
り
で
切
り
揃
え
る
儀
式
)
を
行
う
。
近
衛
家
の
家
臣

や
出
入
り
の
者
た
ち
が
総
出
で
祝
い
を
行
っ
た
。
後
水
尾
院
か
ら
金

千
疋
及
び
白
鳥
一
羽
を
祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
祖
母
の
新
広

義
門
院
(
園
園
子
。
後
水
尾
院
妃
、
常
子
内
親
王
母
)
や
曾
祖
母
の

円
珠
院
(
近
衛
信
尋
室
。
池
田
氏
)
な
ど
か
ら
も
祝
儀
が
贈
ら
れ
た
。

(
元
上
)

-
五
月
二
十
四
日
、
近
衛
家
別
邸
の
ひ
と
つ
で
あ
る
桜
御
所
で
、
初

め
て
祖
母
の
蕗
林
院
(
近
衛
尚
嗣
室
、
基
国
間
母
。
堀
氏
)
と
対
面
。

(
元
上
)
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寛
文
十
二
年
ご
六
七
一
=
壬
子

ノ、

歳

延
宝
元
年
(
一
六
七
三
}
突
丑
七
歳
従
五
位
上
権
右
少
将

.
五
月
八
日
、
丑
刻
、
関
白
鷹
司
房
輔
邸
よ
り
出
火
し
、
禁
裏
等
が

罷
災
。
量
一
瓦
院
は
三
種
の
神
器
と
と
も
に
近
衛
邸
へ
行
幸
し
、
そ
の

ま
ま
仮
皇
居
と
な
る
。
近
衛
家
は
二
階
町
の
妙
法
院
里
坊
へ
移
り
住

む
。
(
嘉
恕
)



-
九
月
二
十
八
日
、
常
子
内
親
主
、
紫
竹
(
現
・
京
都
市
北
区
)
に

新
た
に
屋
敷
を
入
手
。
以
後
は
常
子
内
親
主
だ
け
で
な
く
、
家
無
も

し
ば
し
ば
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
(
元
上
)

.
十
月
一
目
、
来
月
元
服
す
る
べ
き
沙
汰
が
禁
中
よ
り
下
る
。
先
例

と
し
て
名
宇
(
名
乗
り
)
は
「
儒
家
之
人
」
(
基
無
)
に
よ
っ
て
撰

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
増
君
に
は
量
元
院
か
ら
勅
賜
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
「
家
無
」
勅
賜
が
先
例
と
な
り
、

以
後
、
ほ
か
の
摂
家
を
含
む
廷
臣
の
中
で
も
、
近
衛
家
の
当
主
の
み

に
限
り
、
辰
筆
で
名
字
が
勅
賜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
増

君
の
名
宇
の
候
補
は
「
家
無
」
・
「
基
前
」
・
「
植
久
」
で
あ
っ
た
。
(
元

上
・
基
無
・
下
橋
敬
長
『
幕
末
の
宮
廷
』

-
十
一
月
四
目
、
十
五
日
の
家
無
元
服
に
際
し
、
理
髪
役
を
つ
と
め

る
予
定
で
あ
っ
た
頭
左
中
井
日
野
資
茂
が
所
労
の
た
め
辞
退
。
代
わ

り
に
左
中
将
東
園
基
量
が
つ
と
め
る
こ
と
に
決
定
。
(
東
園
基
量
『
一
瓦

服
理
髪
要
私
記
』
)

-
十
一
月
十
日
、
名
字
「
家
照
」
を
霊
元
院
よ
り
勅
賜
。
(
基
盟
問
・

家
譜
)

.
十
一
月
十
二
日
、
「
か
く
べ
ち
の
御
よ
し
み
」
の
た
め
、
後
水
尾

院
よ
り
元
服
の
祝
儀
と
し
て
黄
金
二
十
両
・
御
服
一
重
・
鶴
一
羽
を

贈
ら
れ
る
。
ま
た
目
録
外
の
祝
儀
と
し
て
末
広
も
贈
ら
れ
る
。
(
元

上
)

.
十
一
月
十
五
日
、
一
瓦
服
。
加
冠
は
関
白
鷹
司
房
輔
、
理
髪
は
左
中

将
東
園
基
量
、
扶
持
人
は
参
議
右
大
弁
柳
原
資
廉
。
ま
た
、
弾
E
大

弼
竹
内
当
治
が
冠
を
、
侍
従
平
松
時
方
が
湾
器
を
、
侍
従
吉
田
兼
連

が
櫛
巾
を
そ
れ
ぞ
れ
持
参
す
る
役
に
就
く
。
元
服
は
辰
刻
二
点
よ
り

始
ま
り
、
家
無
は
部
屋
の
西
南
の
方
向
か
ら
簾
を
巻
き
上
げ
て
入
室

し
、
や
や
膝
行
し
て
着
座
。
こ
の
時
の
服
装
は
「
文
小
葵
紫
亀
甲
指

貫
」
(
『
元
服
理
髪
要
私
記
』
)
と
い
う
童
装
束
で
あ
っ
た
。
参
加
者

は
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
王
(
伯
父
)
・
青
蓮
院
宮
尊
証
親
主
(
叔
父
)

.
大
納
言
大
炊
御
門
経
光
・
中
納
言
阿
野
季
信
・
参
議
左
大
弁
甘
露

寺
方
長
な
ど
「
雲
客
数
十
人
、
地
下
之
輩
多
輩
」
(
嘉
恕
)
で
あ
っ

た
。
な
お
、
元
服
後
、
家
無
は
「
冠
直
衣
、
指
貫
亀
甲
濃
紫
」
(
ヲ
克

服
理
髪
要
私
記
』
)
姿
を
披
露
し
て
い
る
。
同
日
、
従
王
位
上
に
叙

せ
ら
れ
、
禁
色
及
び
昇
殿
を
聴
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
後
水
尾
院
は
孫

で
あ
る
家
無
の
元
服
に
「
こ
と
の
外
御
機
げ
ん
」
(
元
上
)
で
あ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
場
合
の
先
例
に
は
な
か
っ
た
が
、
禁

中
よ
り
絹
五
疋
を
贈
ら
れ
る
。
(
元
上
・
基
無
・
家
譜
・
発
恕
・
東

園
基
量
『
一
瓦
服
理
髪
要
私
記
』
)

-
十
一
月
十
九
日
、
権
右
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)
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延
宝
二
年
(
一
六
七
四
}
甲
寅
八
歳
従
四
位
上
権
右
少
将

・
一
月
五
日
、
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

.
十
二
月
二
十
七
日
、
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)



延
室
三
年
(
一
六
七
五
)
乙
卯
九
歳
従
四
位
上
権
右
中
将

-
一
月
二
十
四
日
、
癌
請
に
擢
患
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
。
前
年
十

月
二
十
九
日
に
常
子
内
親
王
が
癌
諸
に
補
っ
て
お
り
、
そ
の
あ
た
り

か
ら
の
感
染
か
。
(
元
上
)

・
二
月
九
日
、
癌
請
が
快
癒
し
た
の
で
酒
湯
を
浴
び
る
。
後
水
尾
院

よ
り
祝
儀
と
し
て
鶴
亀
作
物
・
双
樽
・
黄
金
十
両
を
贈
ら
れ
る
。
(
家

譜
)

-
七
月
二
日
、
基
照
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
、
暮
れ
ご
ろ
に
帰

宅
。
(
発
恕
)

-
七
月
十
日
、
権
右
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

・
十
一
月
二
十
五
日
、
巳
下
刻
、
一
条
油
小
路
よ
り
出
火
、
常
子
内

親
主
・
姫
君
・
直
君
と
と
も
に
青
蓮
院
へ
避
難
す
る
。
仮
皇
居
と
な

っ
て
い
た
近
衛
邸
や
近
衛
家
の
文
庫
も
類
焼
し
、
藤
原
忠
適
所
用
の

勿
・
基
無
十
四
歳
以
来
の
日
記
・
掛
物
数
百
幅
な
ど
が
消
失
す
る

も
、
近
衛
家
に
仕
え
る
桜
井
縫
殿
助
・
進
藤
修
理
・
今
大
路
出
羽
・

浦
野
大
学
ら
が
外
へ
取
り
出
し
た
め
、
大
半
は
無
事
だ
っ
た
。
(
元

上
・
基
無
・
柳
原
紀
光
『
続
史
愚
抄
』

-
十
二
月
一
目
、
青
蓮
院
が
狭
隆
な
た
め
、
常
子
内
親
王
た
ち
と
と

も
に
大
仏
に
あ
っ
た
妙
法
院
院
家
の
日
厳
院
嘉
憲
(
贈
左
大
臣
園
基

音
男
。
常
子
内
親
主
の
叔
父
)
邸
へ
移
り
住
む
。
基
無
の
み
は
桜
御

所
へ
移
り
住
む
。
{
雑
事
日
記
)

.
十
二
月
二
十
一
日
、
日
厳
院
亮
憲
邸
よ
り
桜
御
所
へ
移
り
住
む
。

火
事
見
舞
い
と
し
て
水
戸
徳
川
家
よ
り
布
団
・
扉
風
・
白
縮
緬
な
ど

を
贈
ら
れ
る
。
(
雑
事
日
記
)

延
室
四
年
{
一
六
七
六
}
丙
辰
十
歳
従
三
位
権
中
軸
冒
権
右
中
将

・
一
月
二
十
九
日
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

.
二
月
三
目
、
弘
前
藩
樟
怪
家
よ
り
前
年
末
の
火
事
見
舞
い
と
し
て

黄
金
三
十
枚
及
び
絹
十
疋
を
贈
ら
れ
る
。
(
基
無
)

.
二
月
九
日
、
将
軍
徳
川
家
綱
よ
り
火
事
見
舞
い
と
し
て
金
千
両
を

贈
ら
れ
る
。
(
基
国
間
)

.
四
月
六
日
、
伯
母
に
当
た
る
伏
見
宮
貞
致
親
王
御
息
所
の
好
君
、

嘉
去
。
(
勇
恕
)

.
六
月
二
十
四
日
、
和
歌
一
首
を
詠
ず
る
。
題
「
松
」
。
添
削
者
は

不
明
。
管
見
の
隈
り
年
代
の
明
確
な
最
古
の
和
歌
。
(
御
詠
草
/
函

架
番
号
六
一
六
七
五
)

-
六
月
二
十
六
日
、
『
般
若
心
経
』
を
書
写
。
(
『
近
衛
家
無
公
遺
墨

展
覧
会
目
録
』

-
八
月
八
日
、
和
歌
一
首
を
詠
じ
、
書
写
。
こ
の
書
に
つ
い
て
、
近

衛
家
家
臣
で
あ
る
寺
田
無
禅
は
識
語
の
中
で
「
古
徳
之
鉢
、
殆
親
近

干
野
佐
之
両
跡
突
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
画
架

番
号
九

O
三
三
九
)

-
八
月
十
五
日
、
和
歌
一
首
を
詠
ず
る
。
題
「
夏
月
」
。
添
削
者
は

不
明
。
(
御
詠
章
/
函
架
番
号
六
一
六
七
六
)
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-
九
月
十
九
日
、
常
子
肉
親
主
た
ち
と
と
も
に
近
江
国
石
山
寺
及
び

圏
域
寺
を
参
拝
。
(
元
上
)

・
十
一
月
二
十
九
日
、
「
道
風
之
手
本
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
新
楽

府
』
一
巻
を
書
写
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
画
架
番
号
九
二
九
九
二
一
)

-
十
二
月
三
目
、
近
衛
邸
の
新
築
成
る
。
こ
の
日
の
晩
よ
り
日
厳
院

嘉
憲
が
近
衛
邸
新
邸
の
た
め
の
安
鎮
法
を
修
す
る
。
(
勇
恕
)

・
十
二
月
九
日
、
十
二
月
三
日
よ
り
修
さ
れ
て
い
た
近
衛
邸
新
邸
の

安
鎮
法
、
結
願
。
{
勇
恕
)

・
十
二
月
十
八
日
、
新
邸
へ
移
住
。
(
勇
恕
)

-
十
二
月
二
十
一
日
、
新
邸
に
な
っ
て
初
め
て
後
水
尾
院
が
近
衛
邸

へ
行
幸
。
(
嘉
恕
)

.
十
二
月
二
十
三
日
、
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

食
此
年
、
『
般
若
心
経
』
を
書
写
。
(
新
『
書
道
全
集
』

n)

食
此
年
か
、
「
鍾
描
図
」
を
揮
章
。
(
陽
明
文
庫
蔵
・
遺
墨
)

延
室
五
年
(
一
六
七
七
)
丁
巳
十
一
歳
従
三
位
権
大
納
言

・
一
月
一
目
、
一
耳
目
節
会
の
外
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
一
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の
外
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
七
月
三
日
、
寅
刻
、
曾
祖
母
の
円
珠
院
没
、
享
年
八
十
四
。
法
名
、

壁
心
日
宝
。
円
珠
院
は
近
江
国
に
生
ま
れ
、
池
田
伊
予
守
の
娘
と
も
、

池
田
勘
兵
衛
の
娘
と
も
い
わ
れ
る
。
藤
堂
家
家
臣
の
米
友
左
近
右
衛

門
方
に
そ
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
(
元
上
・
秘
紗
)
こ
の
池

回
伊
予
守
と
は
、
あ
る
い
は
豊
臣
秀
長
に
仕
え
た
池
田
孫
次
郎
秀
氏

か
。
伊
予
守
は
文
禄
の
役
に
も
従
軍
し
た
侍
だ
が
、
千
利
休
・
神
谷

宗
湛
・
津
田
宗
及
ら
と
茶
の
湯
を
交
歓
し
た
と
い
わ
れ
る
茶
人
で
も

あ
る
。
(
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
・
『
角
川
茶
道
大
事
典
』
)

-
七
月
五
目
、
夜
半
、
祖
母
の
新
広
義
門
院
嘉
去
、
享
年
五
十
回
。

(
元
上
)

-
八
月
二
十
三
日
、
成
刻
、
近
衛
邸
内
で
青
侍
某
が
発
狂
、
一
人
を

殺
害
す
る
騒
動
が
勃
発
。
(
基
無
)

.
八
月
二
十
六
日
、
新
広
義
門
院
の
形
見
と
し
て
六
歌
仙
扉
風
一
双

を
贈
ら
れ
る
。
(
雑
事
日
記
)

.
九
月
二
十
五
日
、
基
無
主
催
の
連
歌
会
に
参
加
。
参
加
者
は
三
名
。

発
句
は
近
衛
家
諸
大
夫
の
修
理
権
亮
進
藤
長
房
が
夢
に
見
た
内
容
に

基
づ
く
。
「
恩
へ
た
y
あ
ま
て
ら
す
日
の
め
ぐ
み
哉
/
氏
の
栄
も
し

る
や
ど
の
秋
(
進
藤
長
一
一
房
)
/
年
の
賀
の
折
を
え
が
ほ
に
菊
咲
て
(
基

無
)
/
紅
葉
の
か
げ
の
あ
か
ぬ
と
も
な
ひ
(
家
無
)
」
(
基
無
)

-
十
月
十
六
日
、
新
文
庫
完
成
、
青
蓮
院
に
預
け
で
あ
っ
た
近
衛
家

の
記
録
類
を
基
無
と
と
も
に
引
き
取
る
。
〔
基
無
)

.
十
一
月
七
日
、
新
文
庫
へ
記
録
類
を
納
入
。
(
元
上
・
基
無
)

.
十
二
月
二
十
五
日
、
和
歌
二
首
を
詠
ず
る
。
題
「
年
内
梅
/
氷
」
。

(
陽
明
文
庫
蔵
二
首
懐
紙
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
七
八
)

-
閏
十
二
月
十
一
日
、
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)
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延
室
六
年
(
一
六
七
八
)
戊
午
十
二
歳
正
三
位
権
大
納
言

-
一
月
八
日
、
後
水
尾
院
よ
り
近
衛
邸
普
請
の
た
め
金
三
千
両
を
贈

ら
れ
る
。
(
元
上
)

.
五
月
七
日
、
有
卦
入
り
。
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
主
た
ち
か
ら
祝
儀
を

贈
ら
れ
る
。
(
勇
恕
)

.
六
月
二
十
六
日
、
こ
の
年
六
月
十
五
日
に
莞
去
し
た
東
福
岡
院
の

葬
礼
を
、
基
無
・
一
乗
院
宮
真
敬
親
主
・
常
子
内
親
王
・
大
聖
寺
宮

永
亨
女
主
(
叔
母
)
た
ち
と
と
も
に
見
る
。
(
発
恕
)

・
十
二
月
十
九
日
、
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

延
室
七
年
(
一
六
七
九
)
己
未
十
三
歳
正
三
位
権
大
納
言

-
一
月
十
五
日
、
後
西
院
・
緋
宮
光
子
内
親
王
・
基
無
・
常
子
内
親

王
た
ち
と
と
も
に
、
後
水
尾
院
の
も
と
へ
伺
候
。
「
如
例
」
と
あ
り
、

い
つ
も
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
(
勇
恕
)

・
一
月
二
十
八
日
、
高
家
の
吉
良
上
野
介
義
央
が
来
邸
し
、
対
面
。

(
基
無
)

.
六
月
二
十
六
日
、
霊
元
院
皇
女
の
女
一
の
宮
憲
子
内
親
主
と
の
婚

姻
が
決
定
。
同
時
に
姉
の
姫
君
と
甲
府
中
将
徳
川
綱
豊
(
の
ち
の
六

代
将
軍
家
宣
〕
と
の
婚
約
が
江
戸
よ
り
伝
え
ら
れ
る
。
(
元
上
)

・
七
月
十
七
日
、
歯
黒
め
及
び
眉
上
げ
(
作
眉
)
を
行
う
。
(
基
無
)

.
十
月
八
日
、
弟
の
直
君
、
大
炊
御
門
経
光
の
養
子
と
な
る
こ
と
が

決
定
。
(
基
無
)

-
十
一
月
二
日
、
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
の
天
台
座
主
再
任
の
祝
儀
と

し
て
、
馬
太
刀
銀
十
両
を
贈
る
。
(
発
恕
)

・
十
一
月
十
六
日
、
姫
君
の
結
納
の
使
者
と
し
て
江
戸
よ
り
森
川
四

郎
右
衛
門
が
上
京
、
祝
儀
と
し
て
小
袖
三
重
・
太
刀
・
馬
代
金
三
枚

・
二
種
一
荷
を
贈
ら
れ
る
。
(
元
上
・
基
無
)

.
十
一
月
二
十
六
日
、
日
の
出
頃
、
姉
の
姫
君
が
江
戸
へ
向
け
出
立
。

(
元
上
)

延
宝
八
年
{
一
六
八
O
)
庚

申

十

四

歳

従

二

位

権

大

納

言

-
一
月
五
日
、
将
軍
徳
川
家
綱
よ
り
鍛
子
を
、
徳
川
綱
豊
よ
り
絵
草

紙
な
ど
を
贈
ら
れ
る
。
(
元
上
)

・
一
月
二
十
六
日
、
徳
川
綱
豊
よ
り
祝
言
の
御
礼
と
し
て
金
造
り
の

太
刀
・
小
袖
三
重
・
黄
金
百
両
を
贈
ら
れ
る
。
(
元
上
)

・
一
月
二
十
八
日
、
近
衛
家
殿
上
人
及
び
諸
大
夫
の
沙
汰
と
し
て
、

酒
肴
が
献
ぜ
ら
れ
、
常
子
内
親
王
の
御
殿
で
嫌
子
(
弓
八
幡
・
吉
野

静
・
盛
久
・
山
婆
・
三
輪
・
柏
崎
・
狸
と
が
催
さ
れ
る
。
当
然
、

家
一
無
も
参
加
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
(
発
恕
)

.
二
月
二
十
六
日
、
和
歌
五
首
を
詠
ず
る
。
題
「
夜
鹿
/
流
蛍
/
萩

露
/
名
所
月
/
聞
時
鳥
」
。
添
削
者
は
後
水
尾
院
か
。
(
御
詠
草
/

函
架
番
号
六
一
六
八
一
)
同
日
か
、
和
歌
二
首
を
詠
ず
る
。
題
「
山

霞
/
行
路
柳
」
。
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
O
三
)

-
四
月
二
日
、
「
洛
陽
ノ
壮
観
」
と
い
わ
れ
た
育
蓮
院
の
牡
丹
の
花
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を
見
る
た
め
、
常
子
内
親
王
・
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
・
日
厳
院
勇
憲

・
慶
寿
院
(
冷
泉
為
清
室
)
た
ち
と
と
も
に
出
掛
け
る
。
(
勇
恕
)

・
四
月
二
十
三
日
、
均
薬
や
杜
若
の
花
を
見
る
た
め
、
基
照
・
常
子

内
親
王
・
慶
寿
院
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
勇
恕
)

・
七
月
二
十
八
日
、
水
痘
発
症
。
小
児
科
医
の
人
見
慶
安
が
来
邸
し
、

薬
を
服
用
せ
ず
と
も
気
違
い
な
い
旨
を
診
断
さ
れ
る
。
(
家
司
記
)

人
見
慶
安
は
の
ち
に
禁
裏
御
典
医
と
な
り
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
杏

樹
院
を
称
し
た
。

-
八
月
六
日
、
水
痘
治
癒
。
大
工
頭
の
中
井
主
水
正
知
よ
り
寺
田
無

禅
を
介
し
て
「
か
り
が
ね
虫
健
」
を
贈
ら
れ
る
。
(
家
司
記
)
中
井

家
は
作
事
奉
行
の
支
配
下
に
あ
る
大
工
頭
を
代
々
世
襲
し
、
五
畿
内

と
近
江
を
そ
の
管
轄
下
に
お
い
て
い
た
。
こ
の
E
知
は
中
井
家
の
三

代
目
に
当
た
り
、
当
時
は
三
条
通
西
に
住
ま
い
し
た
。
の
ち
植
木
町

通
寺
町
角
{
元
禄
十
年
以
降
て
さ
ら
に
宝
永
五
年
か
ら
寺
町
通
丸

太
町
上
ル
を
屋
敷
地
と
し
た
。
{
平
井
聖
氏
『
中
井
家
文
書
の
研
究
』
)

.
八
月
十
一
日
、
巳
刻
、
御
所
に
後
水
尾
院
を
見
舞
う
。
(
家
司
記
)

.
八
月
十
七
日
、
後
水
尾
院
を
見
舞
う
計
画
を
た
て
る
も
、
膝
の
あ

た
り
に
腫
物
が
で
き
た
た
め
行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
門
流
(
家
来
筋
)

の
公
家
入
道
可
心
(
交
野
時
貞
)
た
ち
を
介
し
て
見
舞
い
の
口
上
を

述
べ
る
。
(
家
司
記
)

.
八
月
十
九
日
、
丑
刻
、
祖
父
の
後
水
尾
院
崩
御
、
宝
算
八
十
五
。

(
元
上
)

-
八
月
二
十
四
日
、
誠
医
師
の
藤
木
駿
河
が
来
邸
、
家
無
に
誠
治
療

を
行
う
。
(
家
司
記
)

-
閏
八
月
七
日
、
徳
川
綱
豊
よ
り
西
行
筆
の
掛
幅
一
幅
を
贈
ら
れ
る
。

(
元
上
)

-
閏
八
月
二
十
四
日
、
後
水
尾
院
追
善
の
た
め
『
般
若
心
経
』
を
書

写
。
(
基
無
)

・
十
月
六
日
、
後
水
尾
院
の
形
見
と
し
て
螺
銅
の
机
及
び
唐
本
を
贈

ら
れ
る
。
(
元
上
)

・
十
二
月
二
十
三
日
、
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
(
家
譜
)

天
和
元
年
{
一
六
八
一
)
辛
酉
十
五
歳
従
二
位
権
大
納
言

-
三
月
二
十
一
日
、
常
子
内
親
王
・
大
型
寺
富
永
亨
女
王
・
慶
寿
院

た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

.
四
月
二
十
四
日
、
後
西
院
の
『
後
撰
和
歌
集
』
講
釈
を
聴
聞
、
そ

の
あ
と
囲
居
で
後
西
院
よ
り
基
無
及
び
常
子
内
親
主
と
と
も
に
茶
を

振
る
舞
わ
れ
る
。
(
元
上
)

.
五
月
二
十
五
日
、
囲
居
で
基
無
・
常
子
内
親
王
・
中
務
卿
(
常
子

内
親
主
乳
母
。
滋
野
井
実
光
母
)
・
寺
田
無
禅
に
茶
を
振
る
舞
う
。

亭
主
と
し
て
初
か
。
こ
の
前
後
よ
り
茶
事
が
急
増
し
て
い
る
。
(
元

上
)

.
九
月
二
十
八
日
、
初
め
て
改
元
の
伎
儀
に
参
加
。
家
無
の
作
法
は

「
諸
人
感
」
(
基
無
)
ほ
ど
で
あ
り
、
父
母
を
喜
ば
せ
た
。
(
元
上
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-
基
照
)

.
十
月
二
目
、
九
月
二
十
八
日
の
伏
儀
の
作
法
が
殊
勝
で
あ
っ
た
た

め
、
禁
裏
よ
り
女
房
奉
書
が
到
来
、
牡
丹
及
び
鯛
二
尾
を
贈
ら
れ
る
。

(
基
照
)

-
十
月
五
目
、
基
無
・
常
子
内
親
王
・
慶
寿
院
た
ち
と
と
も
に
妙
法

院
へ
出
掛
け
る
。
{
勇
恕
)

・
十
一
月
中
旬
、
『
百
人
一
首
注
』
を
書
写
。
奥
書
「
此
紗
者
旧
院

御
講
談
之
日
摘
諸
/
抄
之
最
要
所
令
染
展
翰
給
候
也
深
秘
画
底
/
不

出
窓
外
雄
然
左
相
府
基
無
公
三
部
抄
之
/
口
訣
相
伝
之
次
免
書
写
仮

名
真
名
不
違
/
一
宇
手
自
経
書
功
被
遂
校
合
了
今
文
/
可
記
由
緒
之

旨
依
所
望
聯
書
之
而
巳
/
天
和
元
黄
鐘
仲
旬
」
(
高
橋
貞
一
氏
「
陽

明
文
庫
国
書
善
本
目
録
」
)

天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
壬
成
十
六
歳
従
二
位
権
大
納
言

-
一
月
一
目
、
細
川
幽
斎
の
茶
頭
で
百
歳
の
百
庵
よ
り
、
自
作
の
茶

杓
(
銘
「
不
老
門
」
)
を
贈
ら
れ
る
。
(
名
和
修
氏
『
薫
る
公
家
文

化
近
衛
家
の
陽
明
文
庫
か
ら
』
・
東
京
国
立
博
物
館
『
宮
廷
の
み

や
び
近
衛
家
一

O
O
O年
の
名
宝
』
展
因
縁
)

-
二
一
月
、
和
歌
を
詠
ず
る
。
添
削
者
は
不
明
な
が
ら
、
家
無
の
署
名

の
下
に
は
「
上
」
と
あ
り
、
上
皇
ま
た
は
天
皇
に
よ
る
添
削
か
。
題

「
客
依
月
来
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
八
五
)

-
四
月
十
四
日
、
自
邸
に
困
層
を
新
築
。
庭
は
「
石
な
ど
す
べ
、
山

ざ
と
め
き
た
る
心
地
」
す
る
と
い
わ
れ
た
。
(
元
上
)

.
六
月
二
十
五
日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
不
明
な
が
ら
、

家
無
の
署
名
の
下
に
は
「
上
」
と
あ
り
、
上
皇
ま
た
は
天
皇
に
よ
る

添
削
か
。
題
「
惰
竹
不
受
暑
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
八
二
)

同
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
こ
の
詠
草
も
添
削
者
は
不
明
な
が
ら
、

家
無
の
署
名
の
下
に
は
「
上
」
と
あ
り
、
上
皇
ま
た
は
天
皇
に
よ
る

添
削
か
。
題
「
霞
隔
遠
樹
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
八
四
)

・
七
月
二
十
二
日
、
「
亜
相
(
家
無
)
有
臨
池
之
志
」
に
よ
り
、
基

無
よ
り
後
水
尾
院
所
用
の
若
州
土
産
紫
石
硯
及
び
唐
墨
を
贈
ら
れ

る
。
(
基
無
)

.
八
月
七
日
、
卯
刻
渇
き
よ
り
、
粟
田
口
の
町
家
で
朝
鮮
通
信
使
の

行
列
を
常
子
内
親
主
及
び
直
君
と
と
も
に
見
る
。
(
元
上
)

.
八
月
十
一
日
、
徳
川
綱
豊
よ
り
十
種
香
の
道
具
を
贈
ら
れ
る
。
(
元

上
)

.
八
月
十
八
日
、
後
水
尾
院
の
三
回
忌
に
際
し
、
『
般
若
心
経
』
を

書
写
。
(
『
近
衛
家
無
公
遺
墨
展
覧
会
目
録
』

-
八
月
二
十
一
日
、
宮
中
償
法
講
(
導
師
は
毘
沙
門
堂
官
公
弁
親
主
)

を
聴
開
。
(
嘉
恕
)

.
九
月
八
日
、
後
西
院
の
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
を
聴
開
。
(
元
上
)

.
九
月
十
六
日
、
基
無
の
主
催
す
る
和
歌
内
会
に
出
詠
。
「
秋
祝
」

の
添
削
者
は
基
照
。
「
名
所
山
」
の
添
削
者
は
不
明
な
が
ら
、
家
無

の
署
名
の
下
に
は
「
上
」
と
あ
り
、
上
皇
ま
た
は
天
皇
に
よ
る
添
削
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か
。
(
基
無
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
八
六
・
六
一
六
八
七
)

.
九
月
十
七
日
、
和
歌
一
首
を
詠
ず
る
。
添
削
者
は
基
副
問
。
題
「
あ

き
の
か
た
み
を
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
八
八
)

-
九
月
二
十
七
日
、
後
酉
院
の
催
す
茶
の
湯
に
基
無
及
び
一
乗
院
宮

真
敬
親
主
た
ち
と
と
も
に
参
加
。
(
『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』

-
九
月
二
十
八
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。
題
「
山

鹿
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
八
九
)

-
十
月
十
七
日
、
後
西
院
へ
詠
草
を
献
上
、
院
よ
り
初
め
て
和
歌
の

添
削
を
受
け
る
。
題
「
竹
為
師
」
。
以
後
、
貞
享
二
年
二
月
六
日
(
後

西
院
の
崩
御
す
る
十
六
日
前
)
ま
で
添
削
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
。
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
四
六
)

-
十
月
二
十
五
日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西
院
。
題

「
雪
中
遠
望
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
四
七
)

-
十
一
月
十
三
日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西
院
。
題

「
池
水
鳥
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
四
八
)

-
十
二
月
十
一
日
、
弟
の
直
君
、
大
炊
御
門
家
へ
移
る
。
(
元
上
)

.
十
二
月
十
三
日
、
弟
の
直
君
、
大
炊
御
門
家
で
一
克
服
、
信
名
と
改

名
。
(
発
恕
〕

天
和
三
年
(
一
六
八
=
=
突
亥
十
七
歳
従
二
位
権
大
納
言
車
富
士
夫

・
一
月
六
日
、
基
無
の
代
理
を
つ
と
め
た
際
、
東
求
院
前
久
以
来
「
当

家
之
例
」
と
い
わ
れ
た
装
束
に
基
づ
い
て
、
紅
の
直
垂
に
小
刀
を
初

め
て
着
用
。
(
基
無
)

・
一
月
十
四
日
、
大
炊
御
門
信
名
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。

(
嘉
恕
)

-
二
月
三
目
、
後
酉
院
の
催
す
茶
の
湯
に
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
と
と

も
に
参
加
。
(
『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』

-
二
月
九
日
、
東
宮
大
夫
を
兼
任
す
る
。
(
家
譜
)

・
二
月
十
六
日
、
皇
太
子
朝
仁
親
王
の
禁
裏
御
所
へ
の
行
啓
に
供
奉
。

(
家
譜
)

-
三
月
二
十
七
日
、
後
西
院
よ
り
古
筆
類
(
詳
細
不
明
)
を
贈
ら
れ

る
。
(
元
上
)
同
日
、
和
歌
を
詠
ず
る
。
添
削
者
は
後
西
院
。
題
「
梅

風
/
竹
鴛
/
忍
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
四
九
)

-
五
月
二
十
八
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。
題
「
翫

花
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
九
二
)

-
閏
五
月
六
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。
題
「
時

鳥
遍
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
九
O
)

-
閏
五
月
七
日
、
常
子
内
親
主
及
び
大
型
寺
富
永
亨
女
王
と
と
も
に

妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

.
閏
五
月
十
五
日
、
基
照
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
品
目
恕
)

.
閏
五
月
二
十
九
日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西
院
。

題
「
五
月
雨
欲
晴
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
五

O
)

-
七
月
五
日
、
般
舟
院
で
行
わ
れ
た
新
広
義
門
院
の
七
回
忌
に
着
座
。

(
基
無
)
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-
七
月
九
日
、
後
酉
院
の
催
す
茶
の
湯
に
基
無
及
び
一
乗
院
宮
真
敬

親
主
た
ち
と
と
も
に
参
加
。
{
『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』
)

-
八
月
二
目
、
基
無
・
常
子
内
親
王
・
慶
寿
院
た
ち
と
と
も
に
妙
法

院
へ
出
掛
け
、
花
火
を
見
る
。
(
勇
恕
)

-
九
月
十
六
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。
題
「
秋

露
/
江
紅
葉
/
名
所
浜
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
七
四
・
六

一
六
九
二
了
六
一
六
九
四
)

-
十
一
月
十
五
日
、
申
刻
、
結
婚
後
に
住
ま
う
新
邸
へ
移
住
。
(
元

上
・
基
無
)

.
十
二
月
九
日
、
成
刻
前
、
女
一
の
宮
憲
子
内
親
王
の
御
所
へ
御
簾

入
り
。
(
元
上
)

.
十
二
月
十
一
日
、
憲
子
内
親
主
、
降
嫁
。
そ
の
時
の
様
子
は
「
行

荘
尤
厳
健
也
」
(
嘉
恕
)
と
い
わ
れ
た
。
(
元
上
・
発
恕
)

.
十
二
月
十
二
日
、
婚
礼
の
祝
儀
と
し
て
妙
法
院
宮
発
恕
親
王
よ
り

使
者
が
遣
わ
さ
れ
る
。
{
勇
恕
)

.
十
二
月
二
十
四
日
、
婚
礼
の
祝
儀
と
し
て
鹿
児
島
藩
主
島
津
光
久

よ
り
太
刀
馬
代
黄
金
十
両
・
時
服
・
十
一
荷
二
種
を
贈
ら
れ
る
。
(
基

照
)

良
事
元
年
(
一
六
八
四
)
甲
子
十
八
歳
壁
面

E
E喜
E
ま

・
一
月
二
日
、
年
始
の
挨
拶
の
た
め
妙
法
院
官
発
想
親
王
が
来
邸
。

(
発
恕
)

-
一
月
二
十
日
、
基
無
・
常
子
内
親
王
・
大
炊
御
門
信
名
た
ち
と
と

も
に
妙
法
院
里
坊
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

・
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
(
霊
元
院
)
御
会
始
に
初
出
詠
。
添
削
者

は
後
酉
院
。
題
「
家
々
翫
春
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
五
一
)

・
一
月
二
十
七
日
、
新
院
(
後
西
院
)
御
会
始
に
初
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
東
風
暖
入
簾
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
五

一
一
)

-
二
月
九
日
、
一
乗
院
宮
真
敬
親
主
よ
り
『
不
空
絹
索
神
究
心
経
』

(
元
慶
五
年
藤
原
高
子
顕
経
)
を
贈
ら
れ
る
。
「
直
相
(
家
無
)
殊

好
手
跡
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
(
基
無
)

・
二
月
二
十
二
日
、
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は

後
西
院
。
題
「
社
頭
祝
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
五
二
一
)

-
二
月
二
十
四
日
、
禁
中
(
量
元
院
)
月
次
御
会
に
初
出
詠
。
添
削

者
は
後
西
院
。
題
「
浦
月
/
契
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六

五
四
)

-
二
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西

院
。
題
「
タ
欺
冬
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
五
五
)

-
二
月
二
十
七
日
、
新
院
(
後
西
院
)
月
次
御
会
に
初
出
詠
。
添
削

者
は
後
西
院
。
題
「
河
辺
柳
/
言
出
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六

一
六
五
六
)

-
三
月
二
十
四
日
、
禁
中
(
霊
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
遠
浦
春
曙
/
野
外
遊
綿
/
忍
通
書
恋
」
(
御
詠
草
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/
画
架
番
号
六
一
六
五
七
)

-
三
月
二
十
七
日
、
新
院
{
後
西
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
花
有
遅
速
/
樵
笛
声
幽
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
六
五
八
)

-
四
月
十
六
日
、
重
一
耳
院
の
命
に
よ
り
『
仮
名
年
中
行
事
』
一
巻
を

書
写
。
御
所
へ
は
基
需
が
持
参
。
(
基
無
}

・
四
月
、
新
院
(
後
酉
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西
院
。

題
「
山
新
樹
/
寄
鏡
恋
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
五
九
)

-
五
月
二
十
八
日
、
新
院
{
後
西
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
南
中
早
苗
/
旅
行
タ
友
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号

六
一
六
六

O
)

-
六
月
十
一
日
、
宮
中
償
法
講
(
導
師
は
毘
沙
問
堂
官
公
弁
親
主
)

を
聴
開
。
(
嘉
恕
)

.
六
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後
西

院
。
題
「
禁
中
橘
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
六
一
)

-
六
月
二
十
九
日
、
新
院
{
後
西
院
)
月
次
御
会
に
間
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
水
辺
夏
月
/
寄
本
結
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
六
六
二
〕

-
七
月
七
日
、
禁
中
{
量
一
瓦
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後

西
院
。
題
「
乞
巧
食
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
六
三
)

-
八
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
量
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
宮
城
野
/
海
橋
立
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一

六
六
四
)

.
八
月
二
十
七
日
、
新
院
(
後
西
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
酉
院
。
題
「
初
鷹
/
秋
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
六

五
)

-
九
月
九
日
、
禁
中
(
霊
元
院
)
重
陽
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
後

西
院
。
題
「
菊
粧
如
錦
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
六
六
)

-
九
月
二
十
七
日
、
新
院
(
後
西
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
待
人
掃
衣
/
夕
陽
映
嶋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
六
六
七
)

-
十
月
一
目
、
青
蓮
院
で
竹
生
島
弁
才
天
と
そ
の
霊
宝
が
開
帳
さ
れ

た
た
め
、
常
子
内
親
王
及
び
寺
田
無
禅
と
と
も
に
出
掛
け
る
。
七
寸

程
の
本
尊
の
ほ
か
、
聖
武
天
皇
・
白
河
院
な
ど
の
筆
と
さ
れ
る
経
典

類
が
展
示
さ
れ
た
。
(
元
上
・
発
恕
)
同
日
、
左
大
将
を
兼
任
す
る
。

(
家
譜
)

-
十
月
十
四
日
、
成
刻
、
弟
の
大
炊
御
門
信
名
卒
、
享
年
十
六
。
法

名
、
至
誠
心
院
泰
寂
順
理
。
(
元
上
)

.
十
一
月
十
四
日
、
至
誠
心
院
(
大
炊
御
円
借
名
)
追
善
の
た
め
『
妙

法
蓮
華
経
』
「
寿
量
品
」
を
惜
書
体
で
書
写
し
、
近
衛
家
の
菩
提
寺

の
ひ
と
つ
で
あ
る
西
主
寺
へ
奉
納
。
〔
元
上
・
『
近
衛
家
無
公
遺
墨

展
覧
会
目
録
』
)
同
日
、
『
般
若
心
経
』
を
惜
書
体
で
書
写
。
(
遺
墨

・
『
近
衛
家
無
公
遺
墨
展
覧
会
目
録
』

-
十
二
月
五
日
、
常
子
内
親
主
と
と
も
に
廟
参
(
大
徳
寺
か
)
。
帰
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路
、
日
厳
院
へ
立
ち
寄
り
、
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
主
と
対
面
。
(
品
目
恕
)

.
十
二
月
十
七
日
、
新
院
{
後
西
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
後
西
院
。
題
「
山
歳
暮
/
寄
国
祝
」
(
御
詠
草
/
園
架
番
号
六
一

六
六
八
)

貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)
乙
丑
十
九
歳
徒
ニ
諸
事

E
喜

2
2

・
一
月
一
日
、
権
中
納
言
西
国
寺
実
輔
(
前
関
白
鷹
司
房
輔
男
)
が

晩
に
発
狂
し
て
内
儀
を
刺
殺
、
女
房
三
人
に
怪
我
を
負
わ
せ
た
上
、

白
書
。
(
元
上
・
嘉
恕
)

・
一
月
四
日
、
年
始
の
接
拶
の
た
め
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
が
来
邸
。

(
発
恕
)

-
一
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
予
定
で
あ
っ
た
右

大
臣
鷹
司
兼
照
が
、
こ
の
年
の
元
日
に
事
件
を
起
こ
し
た
西
園
寺
実

輔
の
実
兄
だ
っ
た
た
め
交
替
す
る
こ
と
と
な
り
、
代
わ
り
に
内
弁
を

つ
と
め
る
こ
と
と
な
る
。
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
よ
り
祝
儀
と
し
て
両

樽
二
種
を
贈
ら
れ
る
。
{
元
上
・
嘉
恕
)

・
一
月
二
十
一
日
、
後
西
院
の
催
す
茶
の
湯
に
基
無
及
び
一
乗
院
宮

真
敬
親
王
と
と
も
に
参
加
。
{
『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』

-
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
量
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は

後
西
院
。
題
「
世
治
文
事
興
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
六
九
)

.
二
月
一
目
、
後
西
院
の
催
す
茶
の
湯
に
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
と
と

も
に
参
加
。
こ
の
日
が
後
西
院
の
生
涯
最
後
の
茶
事
か
と
恩
わ
れ
る
。

(
『
後
西
院
御
茶
湯
之
記
』
)

-
二
月
六
日
、
春
日
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
後
西
院
に
よ
る
最

後
の
和
歌
の
添
削
。
題
「
暁
帰
雁
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六

七
O
)

-
二
月
十
日
、
皇
太
子
朝
仁
親
王
の
新
御
殿
へ
の
行
啓
に
供
奉
。
(
家

譜
)

・
二
月
十
五
日
、
後
西
院
の
容
強
が
悪
化
。
(
発
恕
)

.
二
月
二
十
二
日
、
午
下
刻
、
後
西
院
崩
御
、
宝
算
四
十
九
。
崩
御

後
間
も
な
く
聖
徳
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
の
説
が
と
な
え

ら
れ
た
。
(
元
上
・
勇
恕
)

・
三
月
二
十
八
日
、
常
子
内
親
王
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。

(
嘉
恕
)

-
春
の
二
十
五
日
、
伏
見
院
展
筆
の
『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
を
臨

模
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
七
一
)

-
四
月
二
十
五
日
、
基
無
よ
り
後
西
院
相
伝
の
「
勅
額
書
方
」
及
び

「
入
木
之
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。
(
基
無
)

.
五
月
二
十
三
日
、
後
西
院
の
形
見
と
し
て
、
粉
川
肩
衝
の
茶
入
・

飛
鳥
井
雅
経
筆
の
色
紙
(
「
か
へ
る
山
な
に
か
は
あ
り
で
あ
る
か
ひ

は
来
て
も
と
ま
ら
ぬ
名
に
こ
そ
有
け
れ
」
)
掛
物
・
若
草
茶
壷
を
贈

ら
れ
る
。
(
元
上
・
基
照
・
椀
記
)
飛
鳥
井
雅
経
筆
の
色
紙
を
所
持

し
て
い
た
よ
う
に
、
後
西
院
は
古
筆
を
非
常
に
好
ん
だ
。
妙
法
院
官

発
恕
親
主
は
院
の
所
持
す
る
手
鑑
を
見
た
が
、
そ
の
感
極
と
し
て
「
亮
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仁
親
王
・
亮
仁
親
主
之
短
冊
有
之
、
惣
御
手
鑑
五
冊
、
裏
表
皆
短
冊

也
、
短
冊
三
千
枚
也
、
尤
天
下
希
有
之
手
跡
ど
も
有
之
、
奇
妙
事
也
」

(
発
恕
/
延
宝
八
年
三
月
一
日
条
)
と
述
べ
て
い
る
。
後
西
院
は
近

衛
家
と
の
関
係
が
非
常
に
深
く
も
あ
り
、
家
無
の
士
口
筆
好
き
も
あ
る

い
は
後
西
院
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

-
六
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
霊
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
基
照
。
題
「
早
朝
秋
/
寄
杜
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六

九
八
)

-
六
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。

題
「
暁
鶏
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
六
二
)
同
日
、
点
取
当

座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
河
夏
月
/
不
逢
恋
/
寄

松
祝
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
六
二
)

-
六
月
二
十
六
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
納

涼
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
九
二
)

-
七
月
七
日
、
禁
中
{
重
一
瓦
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
織
女
待
タ
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
一)

-
七
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
量
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
基
照
。
題
「
海
辺
秋
風
/
野
外
尋
虫
/
無
名
立
恋
」
(
御
詠
草
/

函
架
番
号
六
一
七

O
O〕

-
七
月
二
十
五
日
、
自
邸
で
当
座
の
和
歌
会
を
催
す
。
添
削
者
は
基

照
。
題
「
捧
衣
」
(
元
上
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
九
二
)
同

日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
連
夜
待
恋
」
(
御

詠
草
/
函
架
番
号
六
一
六
九
二
)

-
七
月
二
十
八
日
、
常
子
内
親
王
及
び
大
型
寺
宮
永
亨
女
王
と
と
も

に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

.
八
月
十
一
日
、
伝
宗
尊
親
王
筆
の
『
菊
合
序
』
を
臨
模
。
(
陽
明

文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
五
一
)

-
九
月
九
日
、
禁
中
(
量
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
園
深
菊
次
栄
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
二
・
六

一七

O
三
)

-
十
月
十
日
、
基
無
・
常
子
内
親
主
・
大
聖
寺
宮
永
亨
女
主
た
ち
と

と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

・
十
月
十
七
日
、
基
無
よ
り
歌
仙
色
紙
形
(
「
乱
之
事
」
)
を
妙
法

院
宮
勇
恕
親
王
と
と
も
に
伝
授
さ
れ
る
。
(
基
国
間
・
発
恕
、
た
だ
し

勇
恕
で
は
十
八
日
と
す
る
)

-
十
月
二
十
四
日
、
禁
中
(
量
元
院
)
月
次
御
会
に
出
詠
。
添
削
者

は
基
無
。
題
「
庫
橘
子
低
/
池
似
鏡
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一

七
O
四
)

-
十
一
月
十
七
日
、
宮
中
で
の
御
茶
口
切
に
参
加
。
(
亮
恕
)

.
十
一
月
二
十
五
日
、
常
子
内
親
主
筆
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
外
題

を
書
写
。
(
元
上
)

.
十
二
月
一
日
、
憲
子
内
規
主
の
誕
生
祈
祷
の
た
め
、
妙
法
院
宮
嘉

恕
親
玉
、
こ
の
日
よ
り
二
夜
三
日
の
間
不
動
供
を
修
す
る
。
(
品
目
恕
)

.
十
二
月
三
日
、
無
卦
入
り
。
諸
方
よ
り
祝
儀
が
届
け
ら
れ
る
。
(
元
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上貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
丙
寅
二
十
歳
従
二
位
内
大
臣
左
大
将

・
一
月
六
日
、
年
始
の
挨
拶
の
た
め
妙
法
院
宮
勇
恕
親
主
が
来
邸
。

(
発
恕
)

-
一
月
十
四
日
、
午
刻
、
第
一
子
で
あ
る
姫
君
が
誕
生
。
母
は
憲
子

内
親
王
。
諸
方
よ
り
祝
儀
を
贈
ら
れ
る
。
(
元
上
)

・
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
霊
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
無
。
題
「
池
水
浪
静
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
六
九
七
)

-
一
月
二
十
九
日
、
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
が
来
邸
。
(
勇
恕
)

・
二
月
二
十
日
、
後
西
院
追
善
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
完
成
。
こ
の

経
で
家
無
は
「
第
二
一
」
を
担
当
し
、
書
写
し
て
い
る
。
な
お
、
外
題

は
青
蓮
院
宮
尊
証
親
王
が
書
写
し
た
。
(
勇
恕
)

.
二
月
二
十
六
日
、
後
酉
院
追
善
の
た
め
に
常
子
内
親
王
が
書
写
し

た
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
奥
書
を
書
写
。
家
一
無
は
法
華
経
書
写
の
功
徳

に
よ
り
母
の
「
息
災
安
穏
而
福
寿
無
窮
増
益
衆
善
」
を
願
っ
て
い
る
。

(
陽
明
文
庫
蔵
/
画
架
番
号
八
九
五
二

O
)

-
三
月
二
十
六
日
、
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
東
宮
大
夫
は
止
め
ら

れ
る
。
(
家
譜
)

.
閏
三
月
五
日
、
辰
刻
、
叔
母
の
大
聖
寺
宮
永
亨
女
王
寂
。
法
名
、

本
元
院
泰
巌
永
亨
尼
大
禅
師
。
(
亮
恕
)

.
閏
三
月
二
十
八
日
、
源
兼
行
筆
(
当
時
は
源
俊
房
筆
と
さ
れ
た
)

の
平
等
院
鳳
風
堂
扉
色
紙
形
を
写
す
た
め
に
宇
治
の
平
等
院
へ
下

向
、
亥
刻
帰
宅
。
(
基
無
)
た
だ
し
、
陽
明
文
庫
蔵
の
家
無
筆
の
『
平

等
院
扉
色
紙
形
写
』
の
奥
書
は
、
四
月
三
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
奥

書
「
右
九
品
要
文
堀
河
左
大
臣
俊
房
公
/
筆
跡
也
一
日
以
公
暇
詣
宇

治
郡
/
平
等
院
幡
望
扉
書
画
磁
噌
而
/
其
古
体
無
比
類
者
也
雌
然
或

文
/
宇
所
々
消
滅
或
頃
日
以
新
墨
認
之
/
伺
残
其
全
体
分
漸
稀
也
尤

可
借
/
哉
而
予
仰
寺
僧
仮
構
高
床
如
形
/
雌
令
摸
写
之
猶
未
応
意

鰭
帥
/
堂
之
大
体
要
文
之
在
所
別
図
之
/
以
性
有
噌
書
道
輩
而
諦
正

写
之
/
則
古
風
猶
遺
末
世
者
欺
/
貞
享
三
年
孟
夏
初
三
内
大
臣
家

無
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
三
O
O七
)

-
五
月
十
六
日
、
午
下
刻
、
内
大
臣
拝
賀
。
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
主
よ

り
祝
儀
と
し
て
両
樽
三
種
を
贈
ら
れ
る
。
(
嘉
恕
)

・
五
月
二
十
八
日
、
基
無
よ
り
近
衛
家
相
伝
の
即
位
潜
頂
及
び
「
談

山
之
事
」
を
伝
授
さ
れ
る
。
(
元
上
・
基
無
)

.
六
月
二
日
、
野
々
村
清
右
衛
門
(
陶
工
野
々
村
仁
清
の
子
)
を
自

邸
に
呼
び
寄
せ
、
作
陶
さ
せ
る
。
(
元
上
)

-
六
月
四
日
、
基
無
・
常
子
内
親
主
・
日
厳
院
品
目
憲
た
ち
と
と
も
に

一
乗
院
宮
里
坊
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

.
六
月
九
日
、
左
兵
衛
替
吉
田
兼
敬
よ
り
中
臣
蔵
な
ど
を
伝
授
さ
れ

る
。
(
元
上
・
基
無
)

.
六
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。

題
「
社
頭
祝
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
五
)
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-
七
月
六
日
、
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

・
七
月
七
日
、
禁
中
{
量
一
耳
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

照
。
題
コ
一
星
契
久
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
二

O
)

-
七
月
十
二
日
、
寛
文
玉
、
六
年
頃
に
近
衛
家
へ
売
却
さ
れ
た
、
庭

回
重
資
・
尊
円
規
主
・
勧
修
寺
経
顕
・
楊
梅
兼
親
・
清
水
谷
実
際
・

為
名
・
中
山
定
宗
・
聖
護
院
覚
誉
・
見
円
・
正
親
町
公
蔭
・
洞
院
公

賢
・
徴
安
門
院
・
進
子
肉
親
主
・
儀
子
内
親
王
・
正
規
町
実
久
・
仁

和
寺
法
守
・
後
花
園
院
・
青
蓮
院
尊
道
・

E
親
町
忠
季
・
筆
者
不
明

の
二
十
人
の
書
い
た
一
品
経
和
歌
懐
紙
を
臨
書
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/

函
架
番
号
九
二
九
六
二
)

-
七
月
二
十
三
日
、
常
子
内
親
主
及
び
一
乗
院
宮
真
敬
親
主
た
ち
と

と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
勇
恕
)

.
八
月
十
七
日
・
二
十
一
日
、
後
水
尾
院
の
七
回
思
働
法
講
(
導
師

は
常
修
院
宮
慈
胤
親
王
)
を
聴
問
。
(
勇
恕
)

.
八
月
二
十
七
日
、
近
衛
家
領
の
摂
樟
国
伊
丹
に
鎮
座
す
る
牛
頭
天

王
社
の
額
を
揮
章
。
(
元
上
)

.
九
月
一
目
、
午
刻
、
幡
枝
に
出
掛
け
終
日
遊
ぶ
。
(
家
一
無
)

.
九
月
九
日
、
禁
中
{
量
元
院
)
重
陽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
照
。
題
「
秋
菊
盈
枝
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
六
)
た

だ
し
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
家
無
筆
和
歌
懐
紙
で
は
、
題
が
「
擁

菊
盈
枝
」
と
な
っ
て
い
る
。

-
九
月
二
十
日
・
二
十
一
日
、
後
光
明
院
の
三
十
三
回
忌
に
行
わ
れ

た
法
華
八
講
に
着
座
。
(
家
譜
)

-
十
月
三
目
、
宮
中
の
御
茶
口
切
に
参
加
。
(
発
恕
)

・
十
一
月
四
日
、
「
い
ま
だ
と
し
わ
か
け
れ
ど
も
き
り
や
う
有
に
よ

り
」
(
元
上
)
て
、
基
無
よ
り
入
木
道
七
ケ
溜
頂
を
伝
授
さ
れ
る
。

(
元
上
・
基
無
)

.
十
一
月
二
十
七
日
、
基
国
間
・
常
子
内
親
王
・
憲
子
内
親
主
と
と
も

に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

.
十
二
月
五
日
、
常
子
内
親
主
・
入
道
常
算
(
東
園
基
賢
)
と
と
も

に
日
厳
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

.
十
二
月
二
十
八
日
、
大
雲
院
住
持
の
空
也
院
の
所
望
に
よ
り
『
当

麻
憂
陀
離
縁
起
』
の
裏
書
を
書
写
(
銘
文
は
量
元
院
展
筆
、
調
書
は

二
十
七
日
に
基
無
が
執
筆
)
。
礼
と
し
て
基
無
へ
黄
金
二
枚
・
線
香

一
裏
、
家
無
へ
黄
金
一
枚
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
る
。
(
基
無
・
陽
明

文
庫
蔵
/
函
架
番
号
八
九
五
一
九
)
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貞
享
圃
年
〔
一
六
八
七
)
丁
卯
二
十
一
歳
従
二
位
内
大
臣

・
一
月
七
日
、
白
馬
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
一
月
、
中
納
言
平
松
時
量
の
所
持
す
る
米
元
章
の
書
を
摸
写
。
(
陽

明
文
庫
蔵
/
画
架
番
号
九
三

0
0
0
)

-
二
月
十
日
、
禁
中
(
霊
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。

題
「
毎
年
愛
花
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
四
一
ほ
か
)

-
二
月
十
二
日
、
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基



照
。
題
「
寄
朝
恋
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
二
一
八
六
八
)

-
二
月
十
七
日
、
贈
左
大
臣
園
基
音
(
家
一
無
の
外
曾
祖
父
)
の
三
十

三
回
思
に
つ
き
、
日
厳
院
で
御
経
供
養
が
行
わ
れ
る
。
『
妙
法
蓮
華

経
』
の
ど
の
巻
か
は
不
明
だ
が
、
家
無
も
書
写
し
て
い
る
。
(
品
目
恕
)

.
二
一
月
二
目
、
常
子
内
親
王
と
と
も
に
妙
法
院
坊
官
の
菅
谷
式
部
卿

寛
環
宅
へ
出
掛
け
る
。
{
勇
恕
)

・
三
月
十
三
日
、
左
大
将
を
辞
す
る
。
(
家
譜
)

-
三
月
十
五
日
、
常
子
内
親
王
・
慶
寿
院
・
入
道
常
算
(
東
園
基
賢
)

と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
}

.
四
月
十
七
日
、
新
帝
東
山
院
の
御
会
御
代
始
に
出
詠
(
皇
太
子
朝

仁
親
王
H
東
山
院
の
即
位
は
三
月
二
十
一
日
)
。
添
削
者
は
基
盟
問
。

題
「
禁
庭
松
久
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
四
三
ほ
か
)

-
四
月
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
夕

顔
露
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
九
ほ
か
)

-
五
月
八
日
、
丑
刻
、
嫡
子
の
家
久
が
誕
生
、
母
は
憲
子
内
親
主
。

と
し

幼
名
は
敏
君
。
家
無
が
誕
生
の
際
に
柳
原
資
行
の
子
と
な
っ
た
嘉
例

に
倣
い
、
家
久
は
少
納
言
平
松
時
方
の
子
と
さ
れ
た
。
「
敏
君
」
の

名
も
、
お
七
夜
の
時
に
時
方
が
命
名
し
て
い
る
。
祝
儀
と
し
て
徳
川

綱
豊
よ
り
馬
・
太
万
・
黄
金
二
十
両
・
二
種
一
荷
、
無
子
よ
り
白
銀

二
十
枚
・
樽
・
肴
二
種
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
方
よ
り
贈
ら
れ
る
。

(
元
上
・
秘
紗
)

.
五
月
十
六
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

皿
問
。
題
「
鶴
伴
仙
齢
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
八
)

-
六
月
二
目
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
題
「
橿
麦
勝
衆
花
」
(
御
詠

草
/
函
架
番
号
三
一
九
O
O
ほ
か
)

-
六
月
十
一
日
、
兼
日
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
な
し
。
題
「
対
泉
待

月
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
七
)

-
六
月
十
二
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
雨

後
蝉
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

O
八
)
同
日
、
同
じ
く
当
座

和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
な
し
。
題
「
夏
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
七

O
九
)

-
六
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。

題
「
春
雨
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
一
)
同
日
、
東
大
寺

が
所
蔵
す
る
源
頼
朝
筆
の
消
息
を
摸
写
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番

号
九
二
九
五
二
一
)

-
七
月
七
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
な
し
。

題
「
七
夕
祝
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
一
一
)
同
日
、
一
乗

院
宮
真
敬
親
主
と
と
も
に
妙
法
院
へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

.
八
月
二
十
三
日
、
大
嘗
会
国
郡
及
び
検
校
行
事
等
ト
定
の
上
卿
と

な
る
。
(
家
譜
)

.
九
月
九
日
、
重
陽
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
菊
契
千

秋
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
一
二
八
七
一
ほ
か
)

-
九
月
二
十
四
日
、
仙
桐
(
霊
元
院
)
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
す
る
基

無
詠
の
和
歌
を
代
理
で
情
書
。
(
基
照
)
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-
十
月
十
四
日
、
藤
原
行
成
筆
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
三
巻
を
入
手
。

「
希
代
之
物
也
、
家
珍
無
比
類
者
也
」
と
さ
れ
た
。
(
基
無
)

・
十
月
二
十
日
、
常
子
肉
親
主
及
び
慶
寿
院
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院

へ
出
掛
け
る
。
(
嘉
恕
)

・
十
月
二
十
四
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
月
次
和
歌
会
に
出
詠
す
る
基

無
詠
を
代
理
で
清
書
。
{
基
無
)

・
十
月
二
十
五
日
、
伝
源
俊
額
筆
の
『
巻
子
本
古
今
集
切
』
を
摸
写
。

(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
五
二
)

-
十
一
月
十
七
日
、
大
嘗
会
辰
日
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家

譜
)

・
十
二
月
二
十
三
日
、
基
無
四
十
賀
を
主
催
し
、
和
歌
一
首
を
詠
じ

て
贈
る
。
(
基
照
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
四
八
ほ
か
)
ま
た
、

四
十
賀
扉
風
に
付
す
和
歌
も
詠
ず
る
。
題
「
霞
/
松
影
映
池
」
(
御

詠
草
/
画
架
番
号
六
一
九
四
七
ほ
か
)
出
詠
は
家
無
・
常
子
内
親
王

・
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
(
漢
詩
)
の
ほ
か
多
数
。
こ
れ
ら
の
詩
歌
は
、

読
師
の
前
大
納
言
坊
城
俊
広
、
講
師
の
弾
E
少
弼
交
野
時
香
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
た
。
{
発
恕
)

.
十
二
月
二
十
五
日
、
摂
政
一
条

4
経
よ
り
使
者
が
あ
り
、
霊
元
院

の
商
臣
で
あ
る
権
大
納
言
松
木
宗
条
(
東
山
院
の
外
祖
父
)
を
内
大

臣
に
任
ず
る
た
め
、
暫
く
の
間
内
大
臣
を
辞
す
る
よ
う
伝
え
ら
れ
る
。

(
基
無
)

元
禄
元
年
{
一
六
八
八
}
戊
辰
二
十
二
歳
従
二
位
内
大
臣

-
一
月
十
一
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

副
問
。
題
「
泉
石
有
佳
趣
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
一
-
一
)

-
一
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
照
。
題
「
柳
弁
春
色
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
一
二
八
七
六
ほ
か
)

同
日
、
基
無
・
常
子
内
親
王
・
一
乗
院
宮
真
敬
親
主
た
ち
と
と
も
に

妙
法
院
宮
勇
恕
親
主
の
も
と
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

・
二
月
一
目
、
内
大
臣
を
辞
す
る
。
家
無
の
代
わ
り
に
霊
元
院
の
寵

姫
松
木
宗
子
の
父
権
大
納
言
松
木
宗
条
が
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

(
元
上
)

-
二
月
二
日
、
妙
法
院
宮
品
目
恕
親
主
が
来
邸
、
藤
原
行
成
筆
の
『
和

漢
朗
詠
集
』
一
冊
を
見
せ
る
。
(
嘉
恕
)

.
二
月
十
日
、
仙
洞
(
量
元
院
)
春
日
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

題
「
の
夕
立
」
。
た
だ
し
、
所
労
に
よ
り
少
納
言
石
井
行
豊
に
代
筆

さ
せ
る
。
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
九
五
三
ほ
か
)

-
二
月
十
六
日
、
松
木
宗
条
が
内
大
臣
を
辞
し
、
内
大
臣
に
還
任
。

(
家
譜
)

-
二
月
二
十
二
日
、
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
無
。
題
「
春
月
」
。
た
だ
し
、
実
際
は
「
春
日
望
山
」
の
題
で
詠

ま
れ
た
和
歌
が
出
詠
さ
れ
た
。
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
四

ほ
か
・
『
近
代
御
会
和
歌
集
』
)
同
目
、
水
無
瀬
官
四
百
五
十
御
忌
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御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
訴
削
者
は
基
皿
問
。
題
「
は
霞
」
「
ま
花
」
「
ふ

述
懐
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
一
二
八
七
八
ほ
か
)

-
二
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。

題
「
暁
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
五
)

-
二
一
月
十
九
日
、
常
子
肉
親
主
の
無
罫
入
り
の
祝
儀
の
際
に
、
急
謹

催
さ
れ
た
能
「
野
々
宮
」
の
ロ
キ
を
つ
と
め
る
(
シ
テ
は
基
照
)
。

常
子
内
親
主
は
「
何
の
さ
た
も
な
く
ふ
と
出
給
ふ
ゆ
で
誰
も
/
¥

き
も
つ
ぶ
し
、
め
を
お
ど
ろ
か
」
し
た
。
(
元
上
)

・
四
月
十
三
日
、
妻
の
憲
子
内
親
主
、
こ
の
頃
ま
で
に
体
調
が
悪
化
。

(
発
恕
)

-
四
月
十
五
日
、
未
刻
、
憲
子
内
親
主
莞
去
、
享
年
三
十
。
法
名
、

台
岳
院
香
山
良
薫
。
清
浄
華
院
に
葬
ら
れ
る
。
こ
の
日
か
ら
三
日
間

廃
朝
。
(
元
上
・
勇
恕
)

.
五
月
四
日
、
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
王
が
来
邸
。
触
織
の
た
め
屋
敷
の

内
庭
に
入
ら
ぬ
よ
う
に
来
た
と
い
う
。
(
発
恕
)

-
六
月
二
十
四
日
、
手
鑑
の
裏
に
貼
る
松
の
絵
八
枚
を
妙
法
院
宮
嘉

恕
親
王
に
所
望
し
、
こ
の
日
に
贈
ら
れ
る
。
(
亮
恕
)

-
六
月
下
旬
、
東
大
寺
蔵
の
『
四
聖
讃
』
(
建
長
本
『
四
聖
御
影
』
。

現
在
も
東
大
寺
蔵
)
を
写
す
。
奥
書
「
右
四
聖
讃
奮
闘

M

東
大
寺
霊
宝

也
/
往
年
一
覧
之
次
写
其
体
尤
/
殊
勝
者
欺
/
元
禄
元
林
鐘
下
旬

(
家
無
花
押
〕
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
三

O
O二
)
『
四
聖

御
影
』
は
、
聖
武
天
皇
・
菩
提
遷
那
(
婆
橿
門
)
・
行
基
・
良
弁
の

四
人
の
姿
を
描
き
、
賛
し
た
も
の
で
、
建
長
九
年
の
聖
武
天
皇
五
百

年
遠
忌
を
機
に
始
め
ら
れ
た
四
聖
講
の
本
尊
と
し
て
東
大
寺
学
僧
の

聖
守
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
。
現
在
、
賛
の
剥
落
が
進
む
が
、
家
無
が

写
し
た
こ
の
『
四
聖
讃
』
に
は
、
当
時
の
姿
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。

(
奈
良
国
立
博
物
館
『
特
別
展
神
仏
習
合
』
展
図
録
)

-
七
月
七
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
牛
女
年
々
渡
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
六
)
た

だ
し
、
所
労
に
よ
っ
て
結
果
的
に
は
詠
進
し
な
か
っ
た
。

-
八
月
十
二
日
、
常
子
内
親
主
・
妙
法
院
宮
勇
恕
親
王
・
一
乗
院
宮

真
敬
親
王
た
ち
と
と
も
に
青
蓮
院
宮
尊
証
親
主
の
も
と
へ
出
掛
け

る
。
(
嘉
恕
)

.
九
月
九
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
重
陽
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
菊
花
色
々
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
一
七
ほ
か
)

.
九
月
十
二
日
、
妙
法
院
で
催
さ
れ
た
能
を
、
基
無
・
常
子
内
親
王

の
ほ
か
、
地
下
人
二
百
余
人
と
と
も
に
見
る
(
大
夫
は
嶋
谷
吉
兵
衛
)
。

(
嘉
恕
)

-
九
月
十
八
日
、
台
岳
院
(
憲
子
内
親
主
)
の
旧
殿
を
西
主
寺
へ
寄

付
す
る
こ
と
と
な
り
、
移
築
が
開
始
。
(
基
無
)

-
九
月
三
十
日
、
改
一
耳
の
上
卿
を
つ
と
め
る
。
常
子
内
親
主
は
「
内

府
何
も
し
ゅ
び
よ
く
つ
と
め
ら
れ
し
よ
さ
も
よ
く
、
諸
家
に
も
ほ
め

ら
る
〉
」
と
聞
き
、
喜
び
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
(
元
上
)

.
十
月
二
十
五
日
、
台
岳
院
(
憲
子
内
親
王
)
旧
殿
の
移
築
が
完
了
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し
、
方
丈
の
上
棟
式
が
行
わ
れ
る
。
(
基
無
)

.
十
一
月
七
日
、
常
子
肉
親
主
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
王

の
も
と
へ
問
掛
け
る
。
{
勇
恕
)

元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
己
巳
二
十
三
歳
従
二
位
内
大
臣

-
一
月
一
目
、
未
明
、
春
日
社
に
参
詣
。
「
読
書
始
」
と
し
て
『
日

本
書
紀
』
神
代
巻
、
ど
『
古
今
和
歌
集
』
賀
部
を
読
む
。
ま
た
「
古
書

始
」
と
し
て
和
歌
三
首
を
詠
ず
る
。
(
家
無
)

・
一
月
十
一
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
春
松
契
千
年
」
{
家
無
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
二

一
ほ
か
)

-
一
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
無
。
題
「
梅
有
喜
色
」
(
御
詠
草
/
画
架
番
号
六
一
七
二
二
)

-
一
月
二
十
五
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
冊
。
題
「
海
辺
霞
/
橋
落
葉
」
(
基
無
・
御
詠
草
/
画

架
番
号
六
一
七
三
四
)

-
閏
一
月
十
八
日
、
常
子
内
親
主
・
一
乗
院
官
真
敬
親
王
た
ち
と
と

も
に
妙
法
院
宮
発
想
親
主
の
も
と
へ
出
掛
け
る
。
(
亮
恕
)

.
閏
一
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
一
耳
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出

詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
里
卯
花
/
祝
言
」
(
御
詠
草
/
函
架
番

号
六
一
七
二
二
一
)

-
二
月
二
十
一
日
、
常
子
内
親
王
・
中
務
卿
・
寺
田
無
禅
た
ち
と
と

も
に
伏
見
へ
桃
の
花
見
に
出
掛
け
る
。
(
元
上
)

・
二
月
二
十
二
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
会
に

出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
野
若
菜
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六

一
七
二
四
)

-
二
月
二
十
五
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
及
び
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟

御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
禁
中
題
「
祝
言
」
、
仙

洞
題
「
暮
春
/
木
枯
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
二
五
)

-
二
月
二
十
七
日
、
基
無
・
常
子
内
親
主
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
宮

勇
恕
親
王
の
も
と
へ
花
見
に
出
掛
け
る
。
昼
に
は
催
さ
れ
た
能
を
見

る
(
大
夫
は
安
原
善
左
衛
門
)
。
(
嘉
恕
)

-
三
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
無
。
題
「
首
代
水
/
寄
暁
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
七
二
六
ほ
か
)

-
四
月
十
四
日
、
台
岳
院
(
憲
子
内
親
主
)
追
善
の
た
め
、
『
妙
法

蓮
華
経
』
八
巻
及
び
『
金
剛
般
若
経
』
を
書
写
。
(
基
無
)
同
日
、

憲
子
内
親
王
の
一
周
忌
に
つ
き
、
妙
法
院
宮
勇
恕
親
主
よ
り
香
典
と

し
て
金
子
三
盲
疋
を
贈
ら
れ
る
。
(
発
恕
)

.
四
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
照
。
題
「
貴
賎
更
衣
/
岡
五
月
雨
」
(
御
詠
草
/
画
架

番
号
六
一
七
三
二
)

-
五
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
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添
削
者
は
基
無
。
題
「
残
菊
/
麓
柴
」
(
御
詠
草
/
園
架
番
号
六
一

七
二
七
)

-
五
月
二
十
八
日
、
基
無
の
『
源
氏
物
語
』
の
校
合
に
参
加
。
(
基

照
)

・
五
月
前
後
、
立
花
を
行
う
こ
と
が
増
え
る
。
(
元
上
)

.
六
月
二
十
五
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
及
び
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟

御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
禁
中
題
「
寄
風
恋
」
、

仙
洞
題
「
菖
蒲
/
尋
縁
恋
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
二
八
ほ

か
)

-
七
月
七
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
七
夕
橋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
三

O
)

-
七
月
十
八
日
、
常
子
肉
親
主
、
近
衛
家
菩
提
寺
の
大
億
寺
へ
自
筆

の
『
妙
法
蓮
華
経
』
八
巻
を
奉
納
。
外
題
は
家
無
が
書
写
。
(
基
無
)

・
七
月
二
十
四
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
す
る
基

無
詠
を
代
理
で
清
書
。
{
基
無
)

・
七
月
二
十
五
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠

す
る
基
無
詠
を
代
理
で
清
書
。
自
身
は
出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題

「
沢
鴫
/
神
社
」
{
基
無
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
二
九
)

-
八
月
十
二
日
、
伝
小
野
道
風
筆
の
「
楽
府
」
、
伝
藤
原
行
成
筆
の

「
朗
詠
下
巻
」
、
伝
藤
原
佐
理
筆
の
「
白
氏
文
集
詩
」
を
入
手
。
基

無
は
「
今
度
感
得
子
細
、
非
只
事
、
弘
法
大
師
之
加
護
也
」
と
し
て

驚
嘆
し
て
い
る
。
{
基
無
)

-
八
月
十
六
日
、
八
月
十
二
日
に
入
手
し
た
三
蹟
の
古
筆
入
手
の
祝

い
を
行
う
。
(
元
上
・
基
無
)

-
八
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
照
。
題
「
秋
田
稲
妻
/
寄
秋
風
恋
」
(
御
詠
草
/
画
架

番
号
一
二
八
八
O
)

-
九
月
二
十
一
日
、
『
般
若
心
経
』
を
行
草
体
で
書
写
。
(
遺
墨
)

空
海
の
命
日
で
あ
る
二
十
一
日
に
あ
わ
せ
、
以
後
、
元
禄
四
年
九
月

二
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
り
毎
月
書
写
し
た
『
般
若
心
経
』

二
十
六
部
(
元
禄
四
年
は
閏
月
あ
り
)
が
陽
明
文
庫
に
伝
わ
る
。
(
『
鮮

題
佳
品
目
録
』

-
十
月
二
十
一
日
、
一
乗
院
宮
真
敬
親
主
よ
り
所
望
の
盆
石
「
残
雪
」

の
賛
(
和
歌
一
首
)
を
詠
ず
る
。
添
削
者
は
基
無
。
(
御
詠
草
/
函

架
番
号
二
一
八
八
四
)

-
十
一
月
五
日
、
空
海
筆
の
『
潜
頂
歴
名
』
を
臨
模
。
(
陽
明
文
庫

蔵
/
画
架
番
号
九
二
九
五
五
)

-
十
一
月
十
六
日
、
雪
の
積
も
っ
た
松
を
和
歌
一
首
と
と
も
に
基
無

に
贈
る
。
(
基
無
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
三
一
)

-
十
一
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
す
る

基
無
詠
を
代
理
で
滑
書
。
(
基
照
)

.
十
二
月
五
日
、
『
新
楽
府
』
上
下
を
摸
写
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函

架
番
号
九
三

O
五
七
)

-
十
二
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
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詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
樵
柴
/
誓
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号

六
一
八
六
五
ほ
か
)

-
十
二
月
二
十
九
日
、
筆
者
未
詳
の
『
与
陳
伯
之
書
』
(
本
文
は
全

百
七
行
)
を
臨
模
。
た
だ
し
、
家
一
無
の
書
風
と
は
や
や
異
っ
て
お
り
、

あ
る
い
は
寺
田
無
禅
の
手
に
よ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
(
陽
明

文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
五
四
)

元
禄
三
年
(
一
六
九
O
)
庚

牛

二

十

四

歳

従

二

位

内

大

臣

・
一
月
七
日
、
白
馬
節
会
の
内
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
一
帯
)

・
一
月
十
一
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
}
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
野
沢
始
迎
春
」
{
基
無
・
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四

四
)

-
一
月
十
三
日
、
父
の
基
需
に
関
白
宣
下
。
(
発
恕
)

・
一
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の
外
弁
を
つ
と
め
る
。
(
家
譜
)

・
一
月
二
十
四
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
御
会
始
に
出
詠
。
添
削
者
は

基
無
。
題
「
禁
中
祝
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
三
五
)

-
一
月
二
十
五
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
無
。
題
「
山
早
秋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
三

六
)

-
一
月
下
旬
、
小
野
道
風
筆
の
『
玉
泉
帖
』
を
臨
書
。
(
陽
明
文
庫

蔵
/
函
架
番
号
九
二
九

O
七
)

-
一
月
、
伏
見
院
御
製
の
和
歌
二
十
首
に
極
め
を
書
く
。
(
春
名
好

重
氏
『
古
筆
大
辞
典
』
)

-
二
月
十
三
日
、
常
子
内
親
主
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
王

の
も
と
へ
問
掛
け
る
。
(
発
恕
)

.
二
月
二
十
二
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
会
に

出
詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
春
雨
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一

七
三
七
)

-
二
月
二
十
五
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
及
び
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟

御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
禁
中
題
「
岡
新
樹
」
、

仙
洞
題
「
寒
草
霜
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
一
二
八
八
七
)

-
三
月
十
五
日
、
慈
道
親
王
筆
の
消
息
を
一
通
は
双
鈎
填
墨
、
一
通

は
臨
書
す
る
。
奥
書
「
以
慈
道
親
主
真
蹟
写
之
/
元
禄
三
春
三
月
望

日
(
家
無
花
押
)
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
八
七
五
)

-
三
月
十
九
日
、
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
と
と
も
に
妙
法
院
宮
嘉
恕
親

主
の
も
と
へ
出
掛
け
る
。
(
品
目
恕
)

・
三
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
無
。
題
「
早
春
/
春
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一

七
三
八
)

-
三
月
二
十
七
日
、
東
寺
へ
出
掛
け
、
『
真
言
七
祖
発
漢
名
号
』
や

『
風
情
帖
』
な
ど
、
空
海
筆
の
書
を
臨
書
。
(
元
上
・
陽
明
文
庫
蔵

/
函
架
番
号
八
九
五
二
六
)
同
日
、
左
兵
衛
替
吉
田
兼
連
の
母
(
養

母
は
飛
鳥
井
雅
章
女
、
実
母
は
烏
丸
光
賢
女
)
の
六
十
賀
に
和
歌
一

首
を
詠
じ
て
贈
る
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
河
花
」
(
御
詠
草
/
函
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架
番
号
六
一
七
四
五
)

.
四
月
十
九
日
、
常
子
肉
親
主
た
ち
と
と
も
に
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
王

の
も
と
へ
問
掛
け
る
。
{
勇
恕
)

.
四
月
二
十
五
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
無
。
題
「
惜
春
/
梼
衣
稀
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
一

二
八
八
五
)

-
五
月
二
十
五
日
、
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
副
問
。

題
「
七
夕
/
暁
鐘
/
初

4
雨
/
夜
雪
/
麓
鹿
」
。
(
御
詠
草
/
函
架

番
号
六
一
七
四
六
)

-
五
月
下
旬
、
「
脆
清
論
言
事
」
云
々
で
は
じ
ま
る
尊
円
親
主
筆
の

書
を
臨
書
。
奥
書
「
以
尊
円
親
主
真
跡
写
之
/
元
禄
三
歳
五
月
下
旬

(
家
無
花
押
)
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
八
七
一
)

-
六
月
八
日
、
仙
洞
{
霊
元
院
)
玉
津
嶋
件
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
照
。
題
「
初
4
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四
七
)

.
六
月
二
十
五
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
聖
廟
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠

す
る
基
無
詠
を
代
理
で
清
書
。
(
基
無
)
自
身
は
出
詠
。
添
削
者
は

基
照
。
題
「
郭
公
頻
」
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四
人
)

-
六
月
二
十
八
日
、
「
正
応
五
年
十
月
十
五
日
弟
子
沙
門
素
実
敬
白
」

の
本
奥
書
を
持
つ
世
尊
寺
定
成
筆
の
『
後
深
草
院
願
文
』
を
臨
書
。

書
写
奥
書
「
右
一
巻
以
世
尊
寺
定
成
卿
真
跡
酷
晴
子
臨
之
/
元
禄
三
年

林
鐘
念
八
{
家
無
花
押
)
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
三

O
二

九
)

-
七
月
二
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
玉
樟
嶋
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠
。

添
削
者
は
基
照
。
題
「
朝
尋
花
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
三

九
)

-
七
月
七
日
、
禁
中
(
東
山
院
)
七
夕
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

副
問
。
題
「
七
夕
迎
夜
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四
九
)

-
八
月
十
五
日
、
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
閑

中
月
/
月

F
菊
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四
O
)

-
八
月
二
十
一
日
、
仙
洞
(
量
元
院
)
玉
津
嶋
社
御
法
楽
和
歌
会
に

出
詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
寄
園
祝
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六

一
七
四
一
)

-
八
月
二
十
四
日
、
自
邸
で
連
歌
会
を
催
す
。
参
加
者
は
家
無
の
ほ

か
、
基
無
・
連
歌
師
猪
苗
代
兼
寿
・
参
議
裏
松
意
光
・
三
位
石
井
行

豊
な
ど
十
二
名
。
「
埋
木
や
こ
と
ば
の
花
の
名
取
河
(
悠
H
基
無
)

/
春
の
日
数
も
は
や
き
瀬
の
波
(
兼
寿
)
/
山
遠
く
霞
も
雨
も
は
れ

そ
め
て
(
会
H
家
無
)
/
朝
か
ぜ
か
ろ
し
す
だ
れ
ま
く
袖
(
裏
松
意

光
)
〈
以
下
略
〉
」
。
管
見
で
は
、
家
無
の
一
宇
名
「
会
」
が
資
料
に

見
え
る
初
例
。
連
歌
会
の
あ
と
で
参
加
者
は
藤
原
定
家
詠
「
名
取
荷

春
の
日
か
ず
は
あ
ら
は
れ
て
花
に
ぞ
し
づ
む
瀬
々
の
埋
木
」
の
三
十

一
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
頭
に
据
え
て
和
歌
を
詠
ず
る
。
家
照
の
題
は
「
河

辺
花
」
(
出
題
者
は
冷
泉
為
綱
、
添
削
者
は
基
照
)
。
(
基
無
・
御
詠

草
/
函
架
番
号
六
一
七
五

O
)

-
九
月
一
目
、
前
権
大
納
言
油
小
路
隆
貞
蔵
の
「
梅
嶺
無
梅
」
云
々
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の
絶
句
三
行
書
を
摸
写
。
奥
書
「
右
絶
句
以
隆
貞
卿
本
摸
写
之
第
一

/
形
勢
可
謂
唐
筆
雌
然
筆
法
粗
/
慕
本
朝
賢
跡
執
之
可
為
寂
服
/
俊

荷
等
之
真
跡
者
欺
/
其
体
尤
殊
勝
之
者
也
/
元
禄
三
年
九
月
一
日

(
家
照
花
押
)
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
画
架
番
号
九
二
九
O
O
)

-
九
月
九
日
、
禁
中
{
東
山
院
)
重
陽
御
会
に
出
詠
。
添
削
者
は
基

無
。
題
「
禁
庭
菊
」
(
御
詠
草
/
六
一
七
四
一
一
)

-
九
月
十
日
、
藤
原
教
家
筆
の
願
文
・
和
歌
・
詩
序
を
臨
模
。
(
陽

明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
七
五
)

-
九
月
十
六
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
玉
津
嶋
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出

詠
。
添
削
者
は
基
無
。
題
「
嶺
霞
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

五
一
)

-
九
月
二
十
一
日
、
伝
空
海
筆
の
『
与
本
国
使
請
共
帰
啓
』
を
双
鈎

填
量
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
八
九
二
)

-
九
月
二
十
五
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
当
座
和
歌
会
に
出
詠
。
題
「
寄

鐘
恋
」
(
『
仙
洞
和
歌
御
会
』

-
十
月
十
日
、
仙
洞
{
重
一
瓦
院
)
玉
樟
嶋
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出
詠

す
る
基
無
詠
を
代
理
で
清
書
。
(
基
無
)
自
身
は
出
詠
。
添
削
な
し
。

題
「
早
春
ト
梅
」
。
{
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七
四
三
)

-
十
月
十
三
日
、
西
王
寺
の
額
「
西
主
禅
寺
」
を
揮
喜
し
、
奉
納
。

(
基
無
)

.
十
月
二
十
二
日
、
常
子
内
観
主
と
と
も
に
妙
法
院
宮
嘉
恕
親
主
の

も
と
へ
出
掛
け
る
。
(
発
恕
)

-
十
月
二
十
四
日
、
仙
洞
御
所
で
行
わ
れ
た
大
蔵
卿
伏
原
宣
幸
の
『
孟

子
』
の
講
義
を
聴
開
。
(
基
照
)

・
十
一
月
四
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
玉
樟
嶋
社
御
法
楽
和
歌
会
に
出

詠
。
添
削
者
は
基
照
。
題
「
屋
上
霞
/
通
書
恋
」
(
御
詠
草
/
画
架

番
号
六
一
七
五
二
)

-
十
二
月
五
日
、
嵯
峨
天
皇
・
空
海
・
橘
逸
勢
・
朝
野
魚
養
・
中
将

姫
・
菅
原
道
真
・
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
・
藤
原
道
長

・
藤
原
公
任
・
藤
原
定
額
・
源
俊
房
・
源
俊
頼
・
世
尊
寺
伊
経
・
藤

原
忠
通
・
九
条
良
経
・
藤
原
教
家
・
宗
尊
親
主
・
世
尊
寺
行
能
・
世

尊
寺
経
朝
・
世
尊
寺
定
成
・
伏
見
院
・
慈
道
親
王
・
尊
円
親
王
各
筆

の
古
筆
類
を
臨
書
。
奥
書
「
此
是
一
軸
本
朝
善
書
自
/
弘
仁
聖
蹟
至

尊
円
親
王
書
/
抑
/
淳
和
天
皇
亭
子
院
等
之
聖
蹟
/
吉
備
公
藤
敏
行

紀
時
文
橘
/
兼
行
素
性
等
之
賢
跡
此
外
/
氏
姓
流
聞
者
不
可
勝
数
借

/
哉
不
伝
其
書
適
以
真
跡
所
/
摸
之
書
挽
廿
余
体
也
只
怨
為
/
画
帝

類
豹
之
誤
有
後
世
/
香
墨
池
輩
諦
正
之
則
古
/
風
猶
遺
末
世
者
欺

/
一
瓦
禄
三
歳
蹴
天
初
五
/
(
家
無
花
押
)
」
(
個
人
蔵
)

-
十
二
月
二
十
日
、
藤
原
行
成
筆
の
『
白
楽
天
詩
巻
』
(
寛
仁
本
)

を
双
鈎
填
塁
。
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
三
四
)

-
十
二
月
二
十
三
日
、
仙
洞
(
霊
元
院
)
玉
樟
幡
社
御
法
楽
和
歌
会

に
出
詠
。
題
「
霞
始
賃
/
寄
草
恋
」
(
御
詠
草
/
函
架
番
号
六
一
七

五
三
)

-
十
二
月
二
十
七
日
、
大
師
流
書
家
藤
木
敦
直
の
子
寂
源
の
所
持
し
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て
い
た
小
野
道
風
筆
の
雪
一
一
体
白
詩
巻
』
を
臨
書
。
奥
書
「
右
一
巻

以
寂
源
本
写
之
宇
々
/
非
無
烏
漏
馬
之
執
・
/
元
禄
三
歳
蝋
天
廿
七

日
(
家
無
花
押
)
」
(
陽
明
文
庫
蔵
/
函
架
番
号
九
二
九
一
六
)

(
み
ど
り
か
わ

【
以
下
つ
づ
く
】

あ
き
の
り
・
慶
膳
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)
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